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タイトル ATMB propose aux vacanciers une initiation à l’éco-conduite 

et des ateliers sur la protection de l’environnement 

 

ヴァレイリのサービスエリア（オート＝サヴォワ県）で、運転シュミレータとトレーナーを用いて「白い高速

道路」の利用客の関心を喚起する。 

 

ATMB はこの夏の活動を環境保護、特にエコ運転のテーマを中心に展開することを決定した。ATMB

は 8月 1日の 9時から 15時まで、リゾート地に向けて運転中のヴァカンス客に教育的ワークショップを

提案する。ヴァレイリのサービスエリア（「白い高速道路」上、オート＝サヴォワ県）において、最新鋭の

シミュレータで、エコ運転がどのようなものかをドライバーに体験してもらう。この活動は ATMB の総合

的取り組みの一環であり、既に 400 人の協力者がエコ運転の訓練に臨んでいる。 

ATMB は更に、緑のごみ処理の発見ワークショップなども提案する。ATMB はこれらの活動によって、

注意力が低下しがちなドライブの終盤に、安全のために休憩をとるよう勧めることを目的としている。参

考までに言うと、高速道路上での死亡事故の原因のうち、第一位は居眠り運転である。 

 

シミュレータでエコ運転を学ぶ 

 

ATMBは、環境に優しい行動様式を拡大すべく、自ら活動に乗り出した。こうして、ATMBは現在400人

のエコ運転の協力者を訓練している。 

 

ATMB社長ジャン＝ポール・ショーモンは以下のように宣言した。「エコ運転は事故のリスクを10～15％

低減する上に、燃料消費を最大15％減らすことが出来ます。500kmの走行で、スピードを時速10km落

とし、柔軟でゆったりした運転をすることにより、3～5 リットルの燃料を節約し、CO2 の排出を 12kg も削

減することが可能です。この理由により、当社は、2008 年、当社のパトロール要員をはじめとする、仕

事の大半を車の運転に費やす協力者の訓練を開始したのです。2009 年は、チーム全体が、プライベ

ートでの移動時にその経験を役立てるように意識するでしょう。今日、当社は、この訓練を通じてご利

用の方々の予算と環境への意識を高めていきたいと願っております」 

 

8 月 1 日(土曜日)、パリからシャモニへ向かうヴァレイリのサービスエリアで「白い高速道路」の利用客



を対象として、最新鋭のシミュレータを使用した無料講習が、9 時から 15 時まで開催される。このシミュ

レータは車の室内を再現しており、3 面のスクリーンを装備している。 

 

トレーナーの指導に従い、訓練は 2 段階で行われる。1 段階目は、ドライバーはいつも通りの運転をし

てコースを終える。ここで燃料消費量やCO2排出量などが書き留められる。トレーナーの助言に従って、

エコ運転の実践に努めつつ 2 回目のコースを回る。するとドライバーは、とりわけ燃料消費量の削減と

それが環境に与える効果に関して、違いを知ることができるだろう。また、より早い時間に出発すること

や、安全な車間距離を保つことを学ぶなど、安全面への効果も同様に重要だ。 

 

環境をテーマとしたワークショップ：緑のごみを再利用した菜園 

 

環境に配慮した行動を広めるという同じ目的において、ATMB はサヴォワ県堆肥業組合と協力して、ご

み置き場に集められた緑のごみの処理行程を高速道路の利用者に紹介する。教育的ワークショップで

は、これらのごみの回収から、堆肥への加工、緑地保全のために地方公共団体へ販売されるまでの

方法が説明される。 

一方、ATMB は*シャン・デ・シム(Champ des Cimes)と協力して、木の桶に入れられた芳香性植物でで

きた 9 つの小さな菜園に、子供も大人も招待する。主催者がこのコースを説明し、子供たちは目隠しで

植物の香りを嗅いで種類を言い当てる競技に参加できる。正解者には植物の種の入った袋がプレゼン

トされる。 

 

家族でリラックスし休憩を勧めるための様々なアトラクション 

 

「当社は毎年、ユーザーに休憩を勧めるための様々なアトラクションを提案しています。往々にしてドラ

イバーは、目的地に近づくと注意力が散漫になる傾向があり、これが事故のリスクを高めます。事実、

居眠り運転は、フランスの高速道路での事故原因の 42％を占めています。この 3 年近く、居眠り運転

は、速度超過や飲酒運転を抜いて、高速道路での事故原因の１位となっています」と、ジャン＝ポー

ル･ショーモンは指摘する。 

 

ATMB は家族向けに、6 歳以上の利用者には木材とロープで出来たサーキットコースを、もっと小さな

子供たちには大人気の膨らむ城を提供している。これらの施設のほか、シロップ・バーや緑の中に設

置された長椅子が用意され、運転を再開する前に旅行の疲れを癒してもらおうと、全員に解放されてい

る。 

 

 

訳注：*シャン・デ・シム(Champ des Cimes)…Ｗｅｂサイトで確認しましたところ、自然環境と農地の保護

団体のようです。 


